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昨日 11時に、梅雨明けの発表がありました。8月 6日までは夏土用となり、一年で最も暑い

時期です。ウナギや夏野菜などをしっかり食べて夏バテ防止に努めましょう。園内では秋の七

草のキキョウ（写真 1左上）をはじめ、夏から秋の花が咲きはじめました。 

 

★ 開 花 情 報 
 

セイヨウニンジンボク（西洋人参木）シソ科ハマゴウ属（写真 1右上） 

同属のニンジンボクは中国原産で高麗人参に似た葉を持ちますが、本種はヨーロッパ南部原

産なのでセイヨウニンジンボクの名で呼ばれています。葉は掌状複葉で小葉は 5～7枚で全縁に

なります。7～9月頃、枝先から伸びた長い花序に直径 8mm程の唇形で淡紫色または白色の花を

つけます。木全体に香気があり、ヨーロッパでは果実を香料にします。 

場所：管理事務所前 

 

ノリウツギ（糊空木）アジサイ科アジサイ属（写真 1左下） 

 山林内の明るい場所に自生する落葉小高木で、和紙を漉く時の糊料として利用されるためノ

リノキとも呼ばれます。花は 7～8月に枝先から花序をだし、両性花と装飾花をつけます。花が

すべて装飾花になる品種は、ピラミッドアジサイや水無月の名で流通しています。 

場所：樹木探勝園 他 

 

ウマノスズクサ（馬の鈴草）ウマノスズクサ科ウマノスズクサ属（写真 1右下） 

 林縁や明るい藪に生えるつる性の多年草で、果実が馬の首から下げる鈴に似ていることから

名づけられました。毒成分を含む葉はジャコウアゲハの幼虫の食草で、毒成分を体内に蓄積し、

天敵から身を守るといわれています。類似種のオオバウマノスズクサは木本で、本州以南に稀

に自生します。 

場所：レストハウス進入路 

 

リョウブ（令法）リョウブ科リョウブ属（写真 2左上） 

 リョウブの名は、救荒植物として植栽と貯蔵を農民に命じる官令が発せられたことに因み、

山林に自生する落葉小高木です。白い花は 6～8月に咲き、夏の里山に甘い香りを漂わせます。 

場所：山林内 

 

キガンピ（黄雁皮）ジンチョウゲ科アオガンピ属（写真 2右上） 

 ガンピとは斐紙や肥紙と呼ばれる和紙の原料植物を指します。ガンピ属の葉は大半が互生し

ますが、本種とミヤマガンピは対生します。ミヤマガンピは 5～7月頃に白い花をつけますが、

本種は黄色い花を 7～9月に咲かせます。 

場所：樹木探勝園 他 

 

コマツナギ（駒繋）マメ科コマツナギ属（写真 2左下） 

 丈夫な茎や根を、馬を繋いでおける程と例えてコマツナギと呼ばれます。土手や野原などや

や乾いた明るい場所に自生する落葉低木で 7～9月に紫色の花を咲かせます。 

場所：センター池 

 



 

この他、街路や公園に植えられ、秋に鮮やかに紅葉するナンキンハゼ（写真 2右下）や、韓

国の国花でハイビスカスの仲間のムクゲ（写真 3左上）、庭木の王と称されるモッコク（写真 3

右上）、つる性の多年草で葉や花をもむと悪臭のするヘクソカズラ（写真 3左下）、空き地など

に生える北アメリカ原産の帰化植物、ダンドボロギク（写真 3右下）の花も見られます。。 

 

★園内見頃状況まとめ 

蕾膨らむ 
エンジュ，クズ，ヌルデ，シャシャンボ，マツカゼソウ，カクレミノ，マ

ツムシソウ 他 

見 頃 

キキョウ（写真 1），セイヨウニンジンボク（写真 1），ノリウツギ（写真 1），

ウマノスズクサ（写真 1），リョウブ（写真 2），キガンピ（写真 2），コマ

ツナギ（写真 2），ナンキンハゼ（写真 2），ムクゲ（写真 3），モッコク（写

真 3），ヘクソカズラ（写真 3），ダンドボロギク（写真 3），ネジバナ，オ

オヤエクチナシ，コクチナシ，キョウチクトウ，ノウゼンカズラ，アメリ

カデイゴ，ヒメジョオン，タケニグサ，ハナツクバネウツギ 他 
 

※最も早い開花情報発信はツイッターになります 
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